
特集  |  交通事故を減らす。

　

本
市
の
交
通
事
故
の
特
徴
は
、
土
日
曜

よ
り
も
平
日
の
発
生
件
数
が
多
く
、
朝
夕

の
通
勤
通
学
時
間
帯
に
多
発
し
て
い
る
こ

と
。
通
勤
と
通
学
の
交
通
手
段
と
し
て
、

車
の
利
用
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
事
故

が
多
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
が
高
齢
者
に
よ
る
事
故
。

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
世

の
中
で
は
運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
市

は
車
社
会
。
私
た
ち
の
生
活
で
車
は
大
事

な
移
動
手
段
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
の
運
転
に
不
安
を
抱
え
つ
つ
も
、
家

庭
の
事
情
で
運
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
も

い
ま
す
。
送
迎
に
頼
る
に
も
、
送
迎
者
の

負
担
が
増
加
。
こ
の
課
題
は
単
に
自
主
返

納
を
促
す
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は

な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
車
に
代
わ
っ
て
生
活
を
支
え
る
移
動

手
段
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、
ど
ん

な
世
代
に
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
公
共
交

通
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　マイタクは、免許の自主返納者や障害者、妊婦

など、移動が困難な人の移動手段確保のために

実施しています。市内のタクシーを利用する時

に、運賃の一部を助成。自家用車に頼らない外

出を支援しています。また、昨年からは紙の利用

券だけでなく、あらかじめマイタク登録を済ませ

たマイナンバーカードを提示することでも利用で

きるようになりました。

マイタク

　上毛電鉄中央前橋駅からＪＲ前橋駅を結ぶ

シャトルバスで実施した、自動運転の実証実験。

営業路線で一般客を乗車させるバスでの実験

は、全国初の試みとして注目されました。利用者

へのアンケートでは、乗車前の不安が乗車後に

解消されたという結果に。バスで自動運転化が

進めば、課題となっている運転手不足の解消が

期待できます。今後、新しい路線での実験を予定

しています。

自動運転

　ＮＴＴドコモと連携し、ＡＩ（人工知能）を活用し

た実証実験を実施。大胡・宮城・粕川地区のふるさ

とバスや富士見地区のるんるんバスで、ＡＩ配車シ

ステムを活用しています。この実験では、ＡＩが最適

な配車ルートや時刻を計算。待ち時間の短縮や配

車の効率化を目指しています。

　地域の人々が主体となって、移動手段確保につ

いて協議を重ねてきた城南地区でもこのＡＩ配車シ

ステムを利用して、地域内交通の実証実験を行い

ました。乗り合いタクシーの予約を電話で受け付

け、乗降場所からＡＩが最適な配車ルートを分析す

ることで効率的な運行を試みたこの実験。期間中

に７７８人が利用し、３割の利用者がこの実験によ

り外出頻度が増えたという結果になりました。来年

度の本格運行を目指して地域と本市で協議を重ね

ています。

ＡＩを活用した地域内交通での実証実験

前橋市の取り組み
生活支える公共交通をもっと便利に！ もっと身近に！

問 交通政策課 ☎０２７‐８９８‐5939
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スマートフォンやタブレット端末で
目的地などを選び乗車予約1

ＡＩが最適なルートや時刻を計算2

何時にどこで乗ればいいのかなど
の結果を表示3

指定された場所・時刻にバスが来
ます4
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